
（別紙イ）

１．教育委員会名 ：

２．研究主題 ：

３．研究タイトル ：

４．研究課題 ：

５．事業の実績

（１）調査研究のねらい

（２）調査研究の実施状況（平成29年度）

事業成果報告書

九重町の教育関係施設を１つの学園と捉え、すべて教育機関の連携はもとより保護者・地
域が一体となって教育を推進することを目的とした「ここのえ学園基本計画」に基づく取
組の推進と、その取組において１中学校６小学校全体でコミュニティ・スクールを導入す
るにはどういった方法が最適であるか実践的に研究に取り組んだ。

魅力ある学校統合事例の創出

１町１中学における地域との連携の在り方と
小中連携に係る効果的なコミュニティ・スクールの導入についての研究

（研究課題１）
○１町１中学校において地域との効果的な連携はどうあるべきか。
（具体的目標）
◇熟議を通して４地区の「町づくり協議会」と連携するために具体
的な方策を探る。
◇地域の担い手を育成するために４地区の公民館主事と連携し、町
づくりに中学生が参加するための具体的な方法を探る。

（研究課題２）
○小中学校が連携して取り組む「ここのえ学園」推進におけるコ
ミュニティ・スクールはどうあるべきか。
（具体的目標）
◇「ここのえ学園」における効果的なコミュニティ・スクールの導
入を目指す。
◇小中が連携して設置するコミュニティ・スクールの具体的な方法
を探る。

４月
・第１回ここのえ緑陽中学校学校運営協議会

５月

６月

７月

・第２回ここのえ緑陽中学校学校運営協議会役員会

・第２回ここのえ緑陽中学校学校運営協議会
・第１回ここのえ学園運営委員会

九重町教育委員会

※要点をまとめ、簡潔に記載すること。

８月
・吹奏楽部・野球部・ホッケー部激励会（ここのえ緑陽中学校学校運営協議会主催）
・第１回学力向上会議・学校評価委員会（兼第３回ここのえ緑陽中学校学校運営協議会）

９月
・平成２９年度地域とともにある学校づくり推進フォーラム（大分会場）参加
・第1回ここのえ学園評価委員会



（別紙イ）

６．事業の成果

（１）研究課題に応じて設定した具体的目標に対する達成状況

（２）成果物等

（３）今後の取組予定

※必要に応じて、適宜、行を追加すること。
※取組内容が分かる資料等がある場合は、適宜添付すること。
※本事業から経費を支出した事項（会議・研修会・フォーラム等の開催、視察、調査研究の委託など）につい
ては、必ず記載すること。

平成３０年度　ここのえ学園基本計画の見直し、ここのえ学園運営協議会設置準備
　　　　　　　中学校・公民館を拠点とした地域連携の推進

平成３１年度　改訂ここのえ学園基本計画の実施、ここのえ学園運営協議会設置

2月

・ここのえ学園運営協議会先進地視察研修（鹿児島県薩摩川内市）
・第２回学力向上会議・学校評価委員会（兼第５回ここのえ緑陽中学校学校運営協議会）
・第２回ここのえ学園評価委員会（指導・助言：安藤准教授）
・ここのえ学園運営委員会研修会（講師：日渡教授）及び協議

3月

本研究広報用パンフレット
研究報告書

11月
・俳句「ふるさと大賞」表彰式（ここのえ緑陽中学校学校運営協議会主催）

※要点をまとめ、簡潔に記載すること。

※必要に応じて、適宜、枠を広げること。
※成果物（冊子・パンフレット等の印刷物）については、10部添付すること。
※成果物（冊子・パンフレット等の印刷物）の電子媒体がある場合は、併せて送付すること。

12月

　４つの地区の公民館を中心に学校運営協議会委員と町づくり協議会運営委員で熟議を開
催し、中学生の地域イベントへの参画が実施できた。このことで公民館主事を活用した地
域との連携が推進できた。また、フォーラムに参加し全国の取組状況を知ることができた
ことで、中学校と地域の連携をより推進するために、①地域と連携した防災教育の推進、
②学校に地域の方を招く取組、③職場体験における地域との連携、等の具体案づくりがで
きた。

＊次年度にアンケート実施を行い、目標の達成度等について検証する。

　ここのえ学園運営委員会や学校幹部を対象とした研修（２回）を実施したことや先進地
視察（鹿児島県薩摩川内市）を実施したことで、小学校教職員に対するコミュニティ・ス
クールの理解が進むと同時に、小中連携や地域との連携を見据えた「ここのえ学園運営協
議会」の設置に向けて、４地区公民館との連携をベースにしたここのえ学園コミュニティ
スクール案（平成31年度実施案）づくりができた。
　また、中学生と保護者、小Ⅰ保護者のアンケート、ここのえ学園評価委員会での評価を
通して、対象児童生徒、保護者に「ここのえ学園基本計画」の理念の理解が進んでいるこ
とが検証できた。

＊今後も本事業で作成したパンフレットや様々な方法（町報・町ケーブルテレビ・フォト
ニュースなど）を用いた広報活動を行いながら、ここのえ学園をツールとして地域連携を
推進する。また、次年度より多くの保護者を対象とした調査を実施し具体的な検証を行
う。

・第４回ここのえ緑陽中学校学校運営協議会（町づくり協議会との熟議を含む）
・ここのえ学園運営委員会・管理職等合同研修会（CSについて：講師安藤准教授）
・平成29年度　地域とともにある学校づくり推進フォーラム（東京会場）参加

1月

10月 ・第３回ここのえ緑陽中学校学校運営協議会役員会


